
第
八
五
則
　
国
師
塔
様

〔示
衆
〕

衆
に
示
し
て
云
く
、
虚
空
を
打
破
す
る
底

の
鈷
鎚
、
華
嶽

を
掌
開
す
る
底

の
手
段
あ

っ
て
、
始
め
て
元
と
縫
罐
な
き

処
、
瑕
痕
を
見
ざ
る
処
に
到
る
。
且
く
、
誰
か
こ
れ
感
磨

の
人
ぞ
。

〔本
則
〕

挙
す
、
粛
宗
帝
、
忠
国
師
に
問
う
、
百
年
の
後
、
須
む
る

所
は
何
物
ぞ
。

（
即
今
ま
た
少
な
か
ら
ず
。
）
国
師
云
く
、

老
僧
が
た
め
に
箇

の
無
縫
塔
を
作
ら
ん
こ
と
を
ｃ

（
い
ず

こ
に
向

っ
て
手
を
下
さ
ん
。

）
帝
曰
く
、
師

に
塔
様
を

請
う
。

（
描
け
ど
成
ら
ず
、
書
け
ど
も
就
ら
ず
。

）
国

師
、
良
久
し
て
云
く
、
会
す
や
。　
窪
理
裏
に
会
す
を
得
ず
。

会
せ
ざ
れ
ど
も
別
に
求
む
る
こ
と
な
か
れ
。
）
帝
目
く
、

会
せ
ず
。

（却

っ
て
些
子
に
較

べ
り
。
）
師
云
く
、
吾
に

付
法
の
弟
子
耽
源
あ
り
、
却

っ
て
此
の
事
を
諸
ず
。

（
祖

の
　
爾

了
ざ
れ
ば
映

は
児
孫

に
及
ぶ
ご
後

に
帝
、
耽
源

に
詔
し
て
此

の
意

い
か
ん
と
問

う
。
（
作
家

の
君
主
、

遺
嘱
を
忘
れ
ず
。
）
源
云
、
相

の
南
、
謂
の
北
。

（
天
は

高
く
地
は
厚
く
、
日
は
左
、
月
は
右
。
）
中
に
黄
金
あ
り
て

一
国
に
充

つ
。

（
虚
空

に
昌
塞
す
。
）
無
影
樹
下
の
合
同

肛
。

（密
々
と
し
て
金
刀
、
一男
れ
ど
も
開
か
ず
。
）
瑠
璃

殿
上
に
知
識
な
し
。

（
寂
々
と
し
て
簾
垂
れ
て
顔
を
露
さ

ず
。
）

会
責
書
憂
弔
　
従
容
録
に
学
ぶ

（ル』
）

昭和63年 10月 5日

― す ①

■111「 |ヽ il、 1::.ri:

■■::|「 :,III
:|::|:11:iliIIItilll●

I:11111i::I■ :.:ilili:

青巳

泉

院

参
禅
会
会
報



こ
の
則
は
、
南
陽
の
慧
忠
国
師

（
＊

～
七
七
五
）
と
皇
帝
と
つ
鶴

″
が
与

‐

マ
で
す
。
国
師
は
六
祖
慧
能
の
法
嗣
で
、

南
陽

（河
南
省
南
陽
市
）
の
郊
外
に
あ

る
白
崖
山
の
香
厳
寺
に
住
し
、
四
〇
年

間
山
を
下
ら
ず
に
す
ぐ
れ
た
禅
風
を
掲

げ
た
の
で
、
代
宗
は
長
安
の
都
に
招
い

て
師
の
礼
を
と

っ
た
と
い
わ
れ
る
名
僧

で
す

‐‐Ｄ
こ
の
則
で
南
宗
と
あ
る
の
は
誤

り
で
、
実
は
代
宗
と
の
問
答
で
す
。

本
年
九
月
二
日
、
わ
た
く
し
は
こ
の

白
崖
山
香
厳
寺

（今
は
香
岩
寺
）
を
訪

れ
ま
し
た
．
南
陽
市
か
ら
往
復
何
百
キ

ロ
も
の
悪
路
を
バ
ス
と
ジ
ー
プ
に
ゆ
ら

れ
、
琵
琶
湖
の
何
倍
も
あ
る
中
国
最
大

の
ダ
ム
、
丹
江
湖
を
渡
り
、
報
難
辛
苦

し
て
山
中
の
伽
藍
を
礼
し
た
感
慨
は

一

人
で
し
た
．
特
に
、
有
手
の
幽
逮
な
竹

林
中
に
停
む
、
崩
れ
た
■
瞬
に
囲
ま
れ

た
慧
忠
国
師
の
塔
院
を
拝
し
た
感
激
は
、

何
と
も
生
涯
忘
れ
え
ぬ
思
い
で
し
た
ｃ

こ
こ
は
、
禅
門
で
名
高
い
香
厳
撃
竹
の

舞
台
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
香
厳
智

閑
は
、
こ
の
寂
莫
た
る
塔
院
を
清
掃
す

る

一
日
、
竹
を
う

つ
石
の
音
で
悟
り
を

開
い
た
の
で
し
た
。

さ
て
、
万
松

おの

〔示
衆
〕
は
、
要
す

る
に
、
空
相
に
陥
ち
入

っ
た
り
、
そ
の

反
対
に
対
象
物
に
の
み
心
う
ば
わ
れ
る

と
い
う
両
極
端
な
病
い
を
除
い
て
こ
そ
、

は
じ
め
て
清
浄
な
心
の
世
界
に
到
る
の

だ
、
と
国
師
の

一本
則
〕
の
眼
目
を
教

え
て
い
ま
す
。

次
に

〔本
則
〕
で
す
。
帝

一
あ
な
た

は
死
後
、
何
を
お
望
み
か
。　
一
国
師

一
無
縫
塔
を
立
て
て
下
さ
れ
Ｇ　
一　
一
大

き
さ
や
高
さ
は
？

一
国
師
は
し
ば
ら
く

黙

っ
て
か
ら

一
お
わ
か
”
妙
な
ｃ　
一

一
判
ら
ぬ
。

」・．

一
弟
子
の
耽
源
か
ら
お

聞
き
め
さ
れ
よ
。　
一
そ
こ
で
帝
が
耽
源

を
召
し
て
聞
く
と
、
耽
源

一
東

み西
南
北

い
ず
こ
に
も
、
く
ま
な
く
黄
金
充

つ
れ

ぜ
私
、
実
体
の
な
き
乗
合
船
、
親
し
き

御
殿
に
知
識
な
し
．

一

こ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
無
縫
塔
の
造
立

で
す
。
無
縫
塔
と
は
、
も
と
も
と

一
魂

り
の
石
塔
と
い
う
意
味
で
、
僧
の
墓
塔

で
す
。
こ
の
問
答
は
、
も
う
国
師
が
晩

年
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
一一
国
師

慧
忠
国
師
塔
院
の
門

が
こ
れ
を
立
て
て
下
さ
い
と
い
う
の
は
、

帝
に
真
実
の
仏
法
を
行
い
、
天
下
に
そ

れ
を
広
め
て
下
さ
い
と
い
う
意
味
で
し

た
。
あ
え
て
無
縫
塔
と
い
っ
た
の
は
、

死
後
百
年
に
か
け
て
意
味
深
玄
な
テ
ー

ゼ
を
呈
し
、
自
ら
体
得
さ
せ
よ
う
と
し

た
老
婆
親
切
で
し
た
Ｆ
帝
は
そ
れ
を
常

識
的
な
石
塔
だ
と
思
い
、
形
状
な
ど
を

聞
い
た
の
で
、
国
師
は
し
ば
ら
く
黙

っ

た
．
こ
こ
が
大
切
で
す
。

沈
黙
は
活
力
の
源
泉
で
あ
り
、
い
の

ち
の
母
で
す

）ヽ
そ
の
顕
在
的
な
す
が
た

が
坐
騨
で
す
．．
私
た
ち
に
と

っ
て
は
、

現
に
死
々
と
坐
る
こ
と
が
無
縫
塔
を
立

て
る
こ
と
に
な
る
．
坐
禅
と
い
う
大
沈

黙
の
行
が
、
真
実
の
生
命
活
動
と
な
る

か
ら
で
す
．一
こ
う
し
た
真
実
の
仏
法
の

世
界
は
、
仲
々
言
葉
で
は
説
明
で
き
な

い
　
そ
こ
で
国
師
は
沈
黙
し
た
が
、
帝

に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
後
で
弟
子
に

聞
い
て
く
れ
と
言

っ
た
∩）
こ
う
し
た
時

間
は
尊
い
の
で
す
．
真
実
を
会
得
す
る

に
は
時
節
因
縁
か
熟
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
．
万
松
の

一
映
は
児
孫

に
及
ふ

一
と
は
、
決
し
て
悪
い
意
味
で

は
あ
り
ま
せ
ん

さ
て
、
耽
源
も
並
の
弟
子
で
は
あ
り

ま
せ
ん
〓
耽
源
山
の
応
真
さ
ん
で
、
禅

門
で
さ
か
ん
に
用
い
る
円
相
は
、
こ
の

人
が
元
祖
な
の
で
す

）^
で
、
国
師
か
ら

無
縫
塔
の
真
義
を
教
え
ら
れ
て
い
た
の

で
、
帝
に
詩
の
形
式
で
答
え
ま
し
た
。

ど
こ
に
で
も
黄
金
が
統
ち
て
い
る
と

は
、
無
縫
塔
と
い
う
法
身
の
普
遍
性
を

い
う
の
で
す
。
法
身
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
五
二
則

「
曹
山
法
身

一
で
学
ん
だ

よ
う
に
、
宇
宙
世
界
に
充
ち
て
い
る
仏

の
い
の
ち
で
す
ね
。
た
だ
国
師
は
、
法

身
と
い
っ
て
も
樹
の
影
の
よ
う
に
実
体

は
な
く
、
悟
り
は
分
別
知
識
を
こ
え
て

い
る
道
理
を
教
え
て
い
ま
す
ｃ

恐
る
べ
し
、
峰
の
色
も
等
の
響
き
も
、

常
に
移
ろ
い
変
わ

っ
て
い
る
の
で
す
。

法
身
を
見
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
仏
の

姿
を
見
、
法
の
声
を
聞
く
の
で
す
が
、

そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
）^
只

管
打
坐
と
い
っ
て
も
、
そ
ん
な
意
識
の

ぃ制̈
〔置ンも磁バで抑恥に淡々
と
　
（②

こ
の
辺
を
道
元
禅
師
は
、　
一
も
し
法

身
に
さ
え
ら
れ
ぬ
る
に
は
、
い
さ
さ
か

身
を
転
ぜ
ん
と
す
る
に
も
か
な
は
ず
、

出
身
の
道
あ
る
べ
し

一
と
、
法
身
の
と

り
こ
に
な
ら
ず
、
常
に
自
由
な
心
で
精

進
す
べ
き
出
身
の

一
路
を
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
（．
慧
忠
国
師
に
磁

つ、
別
に
無
生

物
に
法
身
を
見
る

一
無
情
説
法

一
の
教

え
が
あ
る

一
方
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
陥

ち
入
る
ま
じ
き
道
理
を
説
か
れ
る
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
っ

私
た
ち
は
、
真
理
に
酔
い
し
れ
て
い

て
は
ダ
メ
な
の
で
す
ね
．
塔
院
に
ひ
び

く
撃
竹
の
声
を
、
不
断
の
努
力
精
進
の

う
ち
に
わ
が
心
に
聞
き
た
い
も
の
で
す
。



大雄山一泊参禅参加者一同 (S63′ 6′ 5)

下 禅 坐

山 講 禅

午 午 午
日lj 日I]目 ll

一 一 九
一 C時
時 時

分

大
雄
山
で
の

一
泊
参
禅

六
月
四
日
、
午
前
九
時
三
〇
分
、
龍

泉
院
を
出
発
し
た
バ
ス
は
、
椎
名
老
師

ほ
か
二
十
八
名
の
参
禅
会
員
を
乗
せ
て
、

神
奈
川
県
、
南
足
柄
市
大
雄
町
に
あ
る
、

大
雄
山
最
乗
寺
に
向
い
ま
し
た
。

第
二
回
目
の

一
泊
参
禅
の
旅
で
す
．．

心
配
さ
れ
た
昨
夜
来
の
雨
も
す

っ
か
り

上
り
、
参
加
者

一
同
、
ど
の
顔
も
明
か

る
く
、
生
活
の
雑
事
も
忘
れ
、
深
山
で

の

一
泊
参
禅

へ
の
喜
び
が
浴
れ
て
い
ま

し
た
ｃ
車
中
廻
さ
れ
た
マ
イ
ク
の
前
で

そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
思
い
を
語
り
あ
い
、

一
路
老
杉
の
そ
そ
り
立

つ
お
山

へ
と
、

心
を
は
ず
ま
せ
ま
し
た
。

最
乗
寺
で
は
、
次
の
差
定
に
よ
り
、

参
禅
の
日
課
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
（）

第

一
日
　
エハ
月
四
日

（土
）

法
　
話
　
午
後
二
時
三
Ｃ
分

坐
　
禅
　
午
後
三
時
三
〇
分

入
　
浴
　
午
後
四
時
三
〇
分

薬
　
石
　
午
後
五
時
三
〇
分

夜
　
坐
　
午
後
七
時

御
供
式
　
午
後
八
時
三
〇
分

開
　
枕
　
午
後
九
時
三
〇
分

第
ニ
ロ
　
エハ
月
五
日

（
日
）

起
床
洗
面
　
午
前
五
時
三
〇
分

小
　
食
　
　
午
前
七
時

作
　
務
　
　
午
前
八
時

こ
う
し
て
、　
一
泊
参
禅
の
団
参
は
、

無
事
終
り
ま
し
た
が
、
心
に
残
り
ま
し

た
の
は
、

山
主
様
の

一
現
成
公
案

一
の
法
話
で

し
た
。
す
べ
て
、
計
い
の
中
で
生
き
て

い
る
私
共
の
心
に
、　
一
石
を
投
ぜ
ら
れ

た
思
い
が
残
り
ま
し
た
）́
ま
た
、
そ
の

夜
　
闇
の
中
に
、
松
明
の
あ
か
り
で
、

お
ご
そ
か
に
行
な
わ
れ
た
御
供
式
に
ご

縁
を
い
た
だ
き
、
今
で
も
、
こ
の
お
山

堆

たお
守
り
さ
れ
て
い
る
、
妙
覚
道
了
大

薩
撻
に
対
す
る
思
慕
と
感
謝
を
こ
め
た

こ
の
御
式
は
、
霊
山
を
ゆ
る
が
す
思
い

が
こ
め
ら
れ
、
息
を
の
む
思
い
で
参
拝

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
日
、
椎
名
老
師
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た

一良
寛
詩
抄
」
の
禅
講

で
し
た
．
融
通
無
碍
の
世
界
に
生
き
る

良
寛
禅
師
の
本
来
の
面
目
が
、
躍
如
と

し
て
輝
き
、
聞
く
方
々
は
し
ば
し
魅
了

さ
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
ｃ

こ
こ
に
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
参
禅
記
を
順
に
綴
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お

一
泊
参
禅
の
企

画
に
際
し
、
山
主
様
、
は
じ
め
お
寺
の

（３，

）



皆
様
の
温
い
お
心
く
ば
り
に
感
謝
い
た

し
ま
す
と
共
に
、
御
多
忙
中
の
椎
名
老

師
は
じ
め
、
高
間
先
達
、
小
畑

・
加
藤

両
幹
事
、
な
ら
び
に
写
真
を
毎
回
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
徳
山
様
に
、

参
加
者

一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。（参

加
者
）

五
十
嵐
嗣
郎
、
石
井
勇
、
小
畑
節
朗

加
藤
健
之
、
佐
藤
勝
男
、
佐
藤
初
恵
、

沢
村
国
勝
、
四
宮
清
二
、
清
水
秀
男
、

下
村
忠
男
、
添
田
昌
弘
、
染
谷
は
る
、

高
野
千
代
子
、
武
田
博
志
、
武
山
喜
代

子
、
寺
田
哲
朗
、
徳
山
浩
、
富
田
文
子

中
川
俊
二
、
中
嶋
南
洲
男
、
原
力
二
郎

平
沢
満
代
、
三
町
勲
、
宮
田
哲
男
、
森

岡
俊
雄
、
安
本
小
太
郎
、
井
之
輪
進
、

清
水
利

一
、

（敬
称
略
）

大
雄
山
の
正
式
な
坐
禅
堂
で

厳
か
な
御
供
式

柏
市
　
染
谷
　
は
る

一
泊
参
禅
の
節
は
、
大
変
お
世
話
さ

ま
に
な
り
ま
し
た
。
前
日
の
雨
も
上
が
っ

て
、
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

よ
り
楽
し
い
参
禅
と
な
り
ま
し
た
。
大

雄
山
最
乗
寺
の
山
門
を
く
ぐ
っ
て
か
ら

の
杉
の
大
木
は
、
目
を
見
は
る
ば
か
り

で
し
た
。
到
着
し
て
す
ぐ
山
主
様
の
ご

法
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の

一
言
、　
〓
面

は
身
に
し
み
い
る
お
話
で
し
た
。
そ
の

夜
、
お
灯
明
だ
け
が
風
に
揺
れ
る
闇
の

中
で
お
ご
そ
か
に
行
な
わ
れ
た
御
供
式

に
は
、
私
共
が
夕
食
で
頂
い
た
ご
馳
走

と
同
じ
お
膳
の
品
を
お
供
え
に
な
る
と

の
こ
と
、
お
膳
を
頭
に
頂
い
て
、
早
足

で
さ
さ
げ
る
お
姿
に
、
私
は
た
だ
、
合

掌
い
た
し
ま
し
た
。

翌
日
、
朝
食
後
の
作
務
は
、
私
の
体

の
中
ま
で
、
お
掃
除
が
出
来
た
よ
う
に
、

清
清
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
椎
名

老
師
様
か
ら
の
、

「良
寛
詩
抄
」
の
禅

講
も
、
良
寛
様
の
、
と
ら
わ
れ
な
い
自

由
な
詩
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
話
さ
れ
、
大
変
感
動
を
い
た
だ
き
、

文
章
な
ど
書
い
た
こ
と
の
な
い
私
も
、

勇
気
を
出
し
て
参
禅
記
を
ま
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
泊
参
禅
偶
感

船
橋
市
　
森
岡
　
俊
雄

六
月
四
日
、
神
奈
川
県
南
足
柄
市
に

あ
る
、
大
雄
山
最
乗
寺
に

一
泊
参
禅
い

た
し
ま
し
た
。
椎
名
老
師
、
小
畑
、
加

藤
両
幹
事
の
お
世
話
で
、
参
禅
会

一
行

は
、
午
前
九
時
三
〇
分
龍
泉
院
を
出
発

し
、
途
中
食
事
を
と
り
、
最
乗
寺
に
つ

い
た
の
は
、
午
後
二
時
頃
で
し
た
。
山

主
様
の
法
話
、
坐
禅
、
と
続
き
ま
し
た
。

夜
に
な

っ
て
行
な
わ
れ
た
御
供
式
は
大

変
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

愚
工
は
、
鍛
治
屋
以
外
は
、
何
も
出

来
な
い
人
間
で
す
が
、
何
か
会
の
た
め

に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
、
小

畑
先
輩
の
ご
助
言
を
え
て
、
達
磨
大
師

の
偶
を
刻
ん
だ
文
鎮
を
二
本
作
り
ま
し

た
。

吾
本
来
弦
土
、
伝
法
救
迷
情

一
華
開
五
葉
、
結
果
自
然
成

推
選
で
お
二
人
の
方
に
お
贈
り
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

一
掲

一
の
意
味
に
つ
い
て
、
御
老
師
よ

り
説
明
を
い
た
だ
き
、
華
を
そ
え
て
い

た
だ
け
ま
し
て
、
有
難
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
参
禅
会
で
、
中
川
先
生

（医

師
）
と
坐
禅
に
つ
い
て
、
意
見
が

一
致

し
た
こ
と
は
、
小
生
に
と

っ
て
良
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ね
に
思
う
の
で
す
が
、
稽
古
事
の

段
界
は
、
守
、
破
、
離
、
と
申
し
ま
す
。

何
事
に
よ
ら
ず
、
離
、
と
な

っ
た
な
ら

ば
、
坐
禅
を
習
う
の
が

一
番
よ
い
と
考

え
ま
す
。

天
狗
様
の
お
寺
に
詣
っ
て

船
橋
市
　
井
之
輪
　
進

六
月
五
日
～
六
日
の

薫
鰹
縫
災
ム
は
、

大
雄
山
最
乗
寺
に
於
て
、　
一
泊
の
参
禅

が
行
な
わ
れ
た
ｃ

最
乗
寺
は
、
東
名
高
速
道
の
大
井
松

田
イ
ン
タ
ー
を
下
り
て
、
大
雄
山
駅
前

を
通
過
し
て
イ
ン
タ
ー
か
ら
三
〇
分
程

で
到
着
し
た
。
昨
夜
迄
の
低
気
圧
接
近

に
よ
る
台
風
並
み
の
暴
風
雨
も
す

っ
か

り
お
さ
ま
り
、
今
日
は
晴
天
で
、
龍
泉

院
を
出
発
し
て
か
ら
の
バ
ス
の
ド
ラ
イ

ブ
は
快
適
で
あ
り
ま
し
た
。
最
乗
寺
は

五
百
年
以
上
も
前
に
慧
明
禅
師
に
よ
り

開
山
、
そ
の
時
工
事
を
行

っ
た
五
百
人

力
の
道
了
薩
極
が
天
狗
に
姿
を
化
し
て

大
雄
山
に
篭

っ
た
そ
う
で
、
境
内
は
老

杉
生
い
茂
り
自
然
に
か
こ
ま
れ
霊
気
に

満
て
い
た
ｃ
東
京
か
ら
六
〇
粁
程
の
交

通
便
の
良
い
所
に
、
こ
れ
ほ
ど
立
派
な

巨
寺
が
あ

っ
た
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
又
大
雄
山
の
付
近
に
は
手

ご
ろ
な

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
多
く
家

族
、
子
供
で
も
登
山
出
来
る
よ
う
で
、

最
乗
寺
を
参
拝
さ
れ
て
か
ら
、
こ
こ
を

④



登
山
出
発
口
と
し
て
明
神

ケ
岳
を
登
り

箱
根
側
に
下
り
ら
れ
、
私
も
近
い
う
ち

歩
い
て
み
た
い
も
の
で
す
。

第

一
日
目
の
余
語
翠
巖
老
師
の
御
法

話
を
頂
き
、
殿
堂
で
の
参
禅
と
、
又
夜

九
時
過
ぎ
か
ら
催
さ
れ
た
御
供
式
は
、

風
吹
き
騒
ぐ
音
響
効
果
で
神
秘
的
な
様

子
は
、
真
に
天
狗
殿
が
飛
来
す
る
よ
う

で
し
た
。

翌
日
私
は
、
早
朝
よ
り
境
内
を
参
拝

し
て
回
り
、
仁
王
門
と
御
真
殿
に
奉
納

さ
れ
て
い
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
赤
下
駄
、

大
き
な
も
の
で
は
高
さ
二
米
程
も
あ
る
、

天
狗
の
履
物
も
あ
り
、
左
右
揃

っ
て

一

体
で
夫
婦
和
合
と
、
又

「
下
駄
を
預
け

る
」
諺
の
よ
う
に
功
徳
が
あ
る
よ
う
だ
。

帰
路
お
み
や
げ
茶
屋

一
十
八
丁
目
」

は
思
い
出
に
残
る
。
創
業
三
百
年
と
か

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
繁
盛
し
て
欲
し
い
…

最
後
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
旅
行
を
企
画
下
さ
れ
た
椎
名
老
師

と
幹
事
及
び
カ
メ
ラ
マ
ン
担
当
の
方
々

御
苦
労
下
さ
れ
感
謝
す
る
し
だ
い
で
す
。

合
掌

控
室
で
の
く
つ
ろ
ぎ

勲

大
雄
山
最
乗
寺
に

詣

で

て
詩

う

我
孫
子
市
　
一二
町

「
大
雄
山
最
乗
寺
は
神
奈
川
県
南
足

柄
市
に
あ

つ
て
曹
洞
宗
に
属
し
、
御
本

尊
に
釈
迦
牟
尼
仏
を
奉
安
し
日
夜
鎮
護

国
家
を
祈
り
、
真
人
育
成
の
道
場
と
し

て
精
進
を
続
け
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
箱
根
外
輪
山
の
明
神

・
明
星

両
岳
の
中
腹
に
位
置
し
、
老
杉
生
い
茂

り
霊
気
満
山
に
浴
れ
、
ま
さ
に
霊
験
あ

ら
た
か
な
る
修
道
の
場
で
あ
る
。

一
二
九
四
年
に
了
庵
慧
明
禅
師
が
本

山
を
開
創
す
る
に
当
た
っ
て
、
土
木
工

事
の
大
役
を
果
た
し
た
の
が
妙
覚
道
了

大
薩
極
で
あ
る
。
道
了
さ
ん
は
禅
師
の

ご
遷
化
に
よ
り
、
天
狗
に
身
を
変
じ
大

雄
山
を
お
守
り
し
て
い
る
。
今
回
の

一

泊
参
禅
会
に
偶
然
と
は
い
え
道
了
さ
ん

に
因
む
夜
の
御
供
式
に
参
加
出
来
た
こ

と
は
大
変
幸
運
で
し
た
。

大
雄
山
最
乗
寺
で
の
二
日
間
の
修
行

は
幽
玄
霊
気
に
育
ま
れ
た
生
活
で
あ
り
、

私
に
拙
い
歌
を
湧
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
（）

参
道
の
十
八
丁
目
茶
屋
に
よ
り

麦
と
ろ
ろ
前
に
修
行
安
づ

緑
さ
す
大
雄
山
の
石
段
を

掃
き

つ
つ
知
る
や
積
み
し
人
の
汗

朝
の
作
務
第
握
り
し
手
に
汗
し

ご
～
‥
電
ｆ
踏
み
し
石
畳
経
文
に
見
え

御
供
式
白
狐
走
り
闇
に
消
え

道
了
さ
ん
想
い
大
杉
仰
ぐ

坐
禅
石
拝
み
な
が
ら
参
道
を

登
り

つ
め
て
心
洗
わ
る

も
み
じ
葉
の
紅
葉
せ
り
と
手
寄
せ
れ
ば

実
り
し
種
の
紅
き
色
付
き

参
禅
の
修
行

つ
み
し
最
乗
寺

参
道
下
り
凡
夫
に
か
え
る

椎
名
老
師
の
禅
講
で
紹
介
さ
れ
た
良

寛
の

「
た
れ
が
我
が
詩
を
詩
と
謂
う
」

に
勇
気
づ
け
ら
れ
発
表
す
る
し
だ
い
で

す
。

初
め
て
の
体
験

沼
南
町
　
宮
田
　
哲
男

昨
秋
、
こ
の
会
の
仲
間
入
り
を
さ
せ

て
も
ら

っ
た
私
に
と

っ
て
、
こ
の
度
の

一
泊
参
禅
会
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
そ

れ
だ
け
に
参
加
す
る
迄
は
緊
張
や
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
無
事
参
篭
を
終
え
て
実

感
す
る
こ
と
は
、
椎
名
老
師
を
は
じ
め

先
輩
の
皆
様
方
の
御
指
導
を
い
た
ゞ
い

て
、
新
鮮
で
そ
し
て
充
実
し
た
体
験
を

し
た
と
云
う
喜
び
で
す
。
そ
れ
は

一
貫

し
て
き
び
し
さ
の
中
に
も
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
温
み
の
あ
る
感
じ
で
す
。
以
前
私

は
企
業
研
修
会
で
、
大
勢
の
社
員
と
共

に
某
寺
院
で
参
禅
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
思
う
時
、
今
回
の
参
禅
会

は
、
自
ら
が
道
を
求
め
、
自
発
的
に
参

加
し
た
云
は
ば
同
志
の
集
い
の
持

つ
独

特
の
連
帯
感
、
更
に
裸
同
志
の
ふ
れ
あ

い
に
よ
る
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。

「人
身
得
る
こ
と
難
し
、
仏
法
あ
ふ
こ

と
希
な
り
」
と
云
う
お
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
参
禅
会
の
縁
に
恵
ま
れ
、

一
泊
参
禅
を
し
な
が
ら
同
じ
求
道
の
皆

様
と
文
字
通
り
寝
食
を
共
に
す
る
縁
を

い
た
ゞ
い
た
こ
と
は
、
何
と
嬉
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
椎
名
老
師
の
禅
講

「良
寛
詩

抄
」
に
は
感
銘
し
ま
し
た
。
老
師
の
折

⑤



に
触
れ
時
に
応
じ
て
私
共
を
指
導
下
さ

る
御
熱
意
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら

良
寛
さ
ん
に
関
す
る
造
詣
の
深
さ
、
と

云
う
よ
り
も
老
師
の
良
寛
さ
ん
に
対
す

る
深
い
慕
情
の
よ
う
な
熱
い
も
の
が
脈

打

っ
て
る
よ
う
に
拝
察
し
ま
す
。
そ
れ

が
す
ば
ら
し
い
御
講
義
の
源
泉
だ
と
思

い
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
成
公
案
の
旅

印
西
町
　
富

田
　
文
子

私
に
と

っ
て
、
こ
の
度
の
参
禅
の
旅

は
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
大
雄
山
最

乗
寺
は
、
次
男
が

一
度
参
拝
し
て
、
と

て
も
良
い
所
だ
と
申
し
て
お
り
、
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

深
山
の
中
を
バ
ス
で
登
り

つ
め
て
気

が
付
い
た
こ
と
は
、
境
内
に
は
、
本
堂

を
始
め
、
こ
こ
、
か
し
こ
に
建
造
物
の

多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。　
一
日
中
拝

観
し
て
も
終
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

寺
で
は
、
坐
禅
堂
ま
で
参
り
ま
す
た

め
に
下
駄
を
履
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
十
年
も
下
駄
を
履
い
た
こ
と
の
な
い

私
は
、
珍
ら
し
く
て
、
石
段
を
登
り
降

り
し
ま
し
た
ら
、
足
を
痛
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
も
修
行
の

一
つ
と
思
い

耐
え
ま
し
た
。
夜
、
御
供
式
が
行
な
わ

れ
、
石
段
の
下
に
は
、
松
明
が
燃
え
、

両
側
に
並
ん
だ
僧
侶
の
方
々
の
読
経
の

響
き
に
、
思
わ
ず
身
の
引
き
締
る
思
い

で
し
た
。
そ
の
中
、
白
衣
に
身
を
包
ん

だ
方
が
、
脱
兎
の
如
く
御
膳
を
頭
に
乗

せ
て
、
階
段
を
か
け
登

っ
て
行
く
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
私
達
が
頂
い
た
夕

食
と
同
じ
ご
馳
走
を
、
道
了
様
に
お
供

え
す
る
式
と
伺
い
ま
し
た
。

山
主
様
の

「
現
成
公
案
」
の
法
話
と

椎
名
老
師
の

「
良
寛
詩
抄
」
の
禅
講
は
、

深
く
心
に
残
り
、
た
だ
た
だ
有
難
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

無
事
、
帰
宅
い
た
し
ま
し
て
か
ら
、

思
い
ま
す
こ
と
は
、
坐
禅
を
、
何
年
や
っ

て
も

一
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
初
心
に
か
え
っ

て
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

幹
事
の
誇
り

船
橋
市
　
加
藤
　
健
之

当
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
二
年
に
少

し
足
り
な
い
の
に
、　
一
泊
参
禅
会
の
幹

事
の
重
責
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
の
例
に
も
と
り
ま
し
て
、

行
き
の
バ
ス
の
中
で
、
自
己
紹
介
と
現

在
心
不
可
得
の
よ
う
な
も
の
の
発
表
の

場
を
作
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
本

当
に
工
夫
さ
れ
た
発
言
を
さ
れ
て
居
ま

し
た
が
、
小
生
幹
事
の
宿
命
で
や
れ
高

速
道
路
の
料
金
支
払
い
だ
と
か
、
集
金

だ
と
か
で

一
部
聴
き
漏
ら
し
た
の
が
心

残
り
で
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
幹
事

・
三
町
様
が
ご
挨
拶
の

中
で

「
今
年
の
幹
事
が
言
い
に
く
い
だ

ろ
う
か
ら
、
迦
葉
山
の
幹
事
が
言
い
ま

す
が
、
休
憩
後
の
集
合
が
も
た
つ
く
と
、

幹
事
が
困
り
ま
す
の
で
、
皆
様
協
力
し

て
や

っ
て
下
さ
い
。
」
と
言

っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
二
日
間
を
通
じ
て
小
生
は

一
度
も
皆
様
の
離
合
集
散
に
焦
り
を
感

じ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

も
そ
れ
が
軍
隊
の
如
き
統
率
管
理
と
は

全
く
無
縁
な
状
態
で
し
た
。
自
然
に
集

ま

っ
て
来
て
頂
き
、
数
え
る
と
ぴ
た
り

揃

っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

幹
事
の
不
手
際
よ
り
二
日
が
二
日
共

皆
様
を
あ
わ
や
メ
シ
抜
き
に
さ
せ
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
手
勝

流
で
し
の
ぎ
ま
し
た
。
食
い
し
ん
坊
の

小
生
は
そ
れ
を
自
慢
し
よ
う
と
思

っ
て

お
り
ま
し
た
が
時
が
経

っ
て
行
く
と
、

そ
ん
な
事
は
些
細
に
思
え
て
来
ま
し
た
。

椎
名
ご
老
師
に
導
か
れ
て
、
当
参
禅

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
の

誇
り
こ
そ
大
き
な
も
の
で
す
。
三
町
様

を
始
め
と
す
る
道
友
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
大
過
な
く
帰
宅
出
来
た
こ
と
が
誇

り
で
す
。

ご
縁
を
い
た
だ
い
て

船
橋
市
　
北
岡
や
す
江

待
望
の
檀
徒
の
お
許
し
を
え
ま
し
て
、

参
禅
会
に
も
参
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
胸

の
ふ
る
え
る
歓
び
を
覚
え
ま
し
た
。

禅
と
は
、
厳
し
く
む
ず
か
し
く
、
近

寄
る
こ
と
の
で
き
な
い
行
で
は
な
い
か

と
思

っ
て
い
た
私
に
、
坐
禅
の
仕
方
を

一
つ
一
つ
お
教
え
下
さ

っ
た
方
丈
様
に

た
だ
た
だ
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

坐
禅
の
後
の

『
正
法
眼
蔵
』
の
ご
提
唱

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
の
も
、
楽
し
み

の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
々
の

感
動
も
い
つ
し
か
忘
れ
て
お
り
ま
す
が
、

折
り
に
ふ
れ
思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

有
難
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
私
の

想
い
が
通
じ
ま
し
た
の
か
、
長
男
夫
婦

が
、
毎
朝
お
佛
壇
に
、
お
灯
明
を
あ
げ

て
お
詣
り
し
て
出
勤
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
２
何
き
ま
し
て
も
、
新
し

い
お
花
を
あ
げ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
で
い
つ
お
迎
え
が
あ

っ
て
も
、

嬉
し
い
こ
と
と
、
や

っ
ぱ
り
自
分
の
こ

と
を
第

一
に
考
え
て
し
ま
う
こ
の
ご
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
他
事
で
す
が
、
長
男

は
大
宮
市
に
在
住
し
て
お
り
ま
す
。

作務も大切な禅行
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「
天

地

法

界

の

風

光

」

大
智
頌
古

―
即
心
即
仏

―

現
成
公
案
没
商
量
　
　
現
成
公
案
、
没
商
量
、

業
苦
氷
寒
不
覆
蔵
　
　
業
苦
氷
寒
、
覆
蔵
せ
ず
。

保
護
即
心
心
即
佛
　
　
即
心
、
心
即
佛
を
保
護
し
て
、

眉
間
日
夜
放
竃
光
　
　
眉
間
日
夜
、
宅
光
を
放

つ
。

参
禅
会
の
皆
さ
ん
、
よ
く
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。
ず
う
―
と
方
丈
さ
ん
か
ら

お
話
を
聞
い
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
余
計
な
話
は
聞
か
ん
で
も
済
む
か
と
思

う
が
、
ま
た
違

っ
た
話
も
宜
し
か
ろ
う
か
ら
、
大
智
さ
ん
の
個
の
話
で
も
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
大
智
素
継
囃
師
は
総
持
寺
の
ご
開
山

（螢
山
禅

師
）
の
孫
弟
子
に
当
る
人
で
す
。
そ
の
人
の
偶
頌
を
借
り
て
お
話
し
を
い
た
し
ま

す
。現

成
公
案
没
商
量
　
　
　
　
　
　
　
　

‐し；
い
た
光

偶
頌
と
い
う
の
は
、
漢
詩
の
形
を
借
り
て
宗
意

な安
心
を
述
べ
た
も
の
で
す
。
現

成
と
い
う
の
は
、
現
に
出
来
て
い
る
も
の
、
現
に
成
れ
る
も
の
、
森
羅
万
象
そ
の

も
り
終
現
成
と
い
う
。
公
案
と
い
う
の
は
、
普
通
禅
宗
の
辞
典
を
引
く
と

「
公
府

の
案
贖
」
と
出
て
い
る
。
お
役
所
の
規
則
の
よ
う
に
従
わ
な
く
て
弊
磨
ら
ぬ
も
の
、

普
通
は
師
家
が
学
人
に
宿
題
と

し
て
与
え
る
よ
う
な
も
の
、　
一

般
的
に
そ
う
ゆ
う
考
え
方
で
す

が
、

訟
鞣
牡
か
」”
字
を
見
ま
す

と
ね
、
公
に
按
配
さ
れ
て
い
る
、

過
不
足
な
く
公
に
配
置
さ
れ
て

い
る
と
言
う
こ
と
だ
。
お
互
い

さ
ま
み
な
、
公
の
も
の
だ
。
花

も
公
に
出
来
て
い
る
も
の
だ
、

法
話
中
の
余
語
老
師
さ
ま

大
雄
山
最
乗
寺
山
主
　
余
語
翠
巌
老
師

好
き
な
も
の
だ
け
匂
い
を
嗅
ん
で
る
訳
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
い
や
な
臭
い

も
何
ん
で
も
嗅
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
、
公
平
に
出
来
て
い
る
訳
で
す
。

眼
は
い
や
な
も
の
で
も
何
ん
で
も
、
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
。
身
体
も
公

平
に
出
来
て
い
る
訳
だ
。
ま
あ
公
案
と
い
う
の
は
そ
う
言
う
意
味
で
、
で
て
い
る

訳
だ
。

『
正
法
眼
蔵
』
に

一
現
成
公
案

一
の
巻
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
理
解
す

る
為
に
、
そ
う
、
話
す
る
以
上
は
理
解
し
て
も
ら
わ
ん
な
ら
ん
で
し
ょ
う
。
解
ら

ん
話
を
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、　
一
応
、
解

っ
て
も
解
ら
ん
で
も
解
る
よ
う

に
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
補
足
説
明
す
る
と
、
釈
尊
の

十
二
月
八
輯
１
・
の
計
需
的
わ
鳩

の
話
が
あ
る
。

見

明

星

悟

道

云

十
二
月
八
日
の
朝
で
す
ね
、
明
星
を
ご
覧
に
な

っ
て
お
悟
を
開
か
れ
た
と
言
う
。

そ
わ

と大
腰

ち―ま
デ

トゝ
２
ぢ
卜）じ
ょ
こ
子

我
興
大
地
有

情

同
時

成

道

と
書
い
て
あ
る
。
道
を
悟
ら
れ
て
、
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の

一我

一
と
い
う
の
は
、
お
釈
迦
様
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
普
通
常
識
的
に
受
け

と
ら
れ
て
い
る
が
、
昔
の
お
祖
師
さ
ん
方
は
文
章
の
約
束
通
り
読
ん
で
は
い
な
い
。

「我
と
い
う
は
釈
迦
牟
尼
佛
に
非
ず
、
釈
迦
牟
尼
佛
も
こ
の
我
よ
り
出
生
し
来

た
る
。
釈
迦
牟
尼
佛
の
み
に
非
ず
三
世
諸
佛
も
こ
の
我
よ
り
出
生
し
来
眈
蜘
る
な

リ
ト
た
言
っ
て
い
る
ｃ
す
な
わ
ち
天
地
の
根
元
の
も
の
で
す
。
天
地
の
生
命
、
天

脚
琺
碁
Ю
眼
托
ｏ
為
鈎
宅
我
と
い
う
。
お
互
い
様
、
こ
の
時
に
逢
っ
た
こ
と
を
、

百
草
頭
止
撫
解
春

と
い
う
。

『
従

容
録
』
と
軍
つ
本
に
僣
い
て
あ
る
。
百
草
頭
上
無
辺
春
、
と
言

う
こ
と
は
沢
山
花
が
咲
き
乱
れ
て
か
％
理
と
言
う
こ
と
、
沢
山
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
る
そ
の

一
本

一
本
の
上
に
春
が
現

成

し
て
い
る
。
春

に
な
る
と
花
が
咲
く
と

い
う
訳
で
あ
る
が
、
咲
い
て
い
る
花
の

一
つ
一
つ
が
天
下
の
無
辺
の
春
を
そ
こ
に

現

‐
じ
て
い

る
の
だ
。
咲
い
て
い
る
花
蘇
Ｆ
そ
れ
、
春
の
顔
で
す
よ
。
春
の
現
に
そ

こ
に
成
じ
て
い
る
顔
だ
。
春
な
ん
て
把
握
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
春
の
風
、
春
の

⑦



花
、
春
の
雨
、
春
と
い
う
字
は

つ
い
て
い
て
も
春
そ
の
も
の
を
把
ま
え
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
赤
い
花
、
赤
い
色
を
し
た
花
は
、
赤
い
色
を
し
た
花
で
、
春
を
現
じ

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
が
百
草
頭
上
無
辺
の
春
。
花
に
託
し
て
お
互
の
姿
を
い
う

訳
だ
。
お
互
い
に
千
差
万
別
の
顔
を
し
て
生
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
天
地
法
界
の

生
命
を
こ
の
よ
う
な
顔
で
現
じ
て
い
る
の
で
す
よ
。
み
な
勝
手
に
造

っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
。

お
そ
ら
く
、
自
分
で
顔
の
注
文
し
た
人
は
い
な
で
し
ょ
う
。
生
ま
れ
た
ら
そ
う

ゆ
う
顔
に
な
っ
て
た
ん
じ
や
、
自
吟
勧
注
文
品
じ
や
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
。
こ
ゝ

に
こ
の

むょ
り
誌
瀕
略
し
て
天
地
の
生
命
な
の
だ
。
天
地
の
生
命
と
は
、
佛
様
の
こ

と
だ
。
無

量
寿
佛
と
い
う
。
天
地
法
界
の
生
命
を
佛
と
言
う
。
こ
の
佛
の
顔
が

お
前
さ
ん
達
の
顔
な
の
だ
。
こ
れ
を

も称

とし
て
、
百
草
頭
上
無
辺
春
と
い
う
。

「我
」
と
い
う
我
は
天
地
法
界
の
根
元
の
生
命
、
全
て
の
も
の
を
現
じ
て
行
う

根
元
の
も
の
で
す
ｃ
風
が
吹
き
、
花
が
咲
き
、
雲
が
走
り
、
そ
う
ゆ
う
全
て
の
も

の
ゝ
力
の
根
元
が
天
地
法
界
の
生
命
、
そ
う
ゆ
う
も
の
を

「
佛
の
お
ん
い
の
ち
」

と
い
う
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
現
じ
て
ゆ
く
か
と
い
う
と
、
お
互
い
様
、
そ
の
よ

う
な
顔
を
し
て
生
き
て
い
る
そ
の
事
実
だ
。
お
互
の
顔
が
天
地
法
界
の
顔
な
ん
じ

や
。
圧ヽ
問
し
た
顔
で
は
な
い
。
自
然
に
生
れ
て
そ
う
な

っ
た
ん
で
す
。

こ
の
我
と
い
う
の
は
天
地
法
界
の
根
元
で
、
春
に
当
る
。
春
が
花
の
上
に
現
じ

て
神

とる
ほ

ちう
う―こ
い
場
互
い
様
の
上
に
、
佛
が
現
じ
て
い
る
訳
だ
。

我
興
大
地
有
情

と
、
と
い
う
。

歓
地
の
有
情
と
、
と
別
け
て
読
む
の
で
は
な

い
状
馳
塙
鯖
社
ひ
っ
く
る
め
て
、
眼
に
見
え
る
も
の
一切
、
全
部
だ
。

同
時

成

道

、
と
い
う
い
い
方
は
、
こ
れ
は
い
つ
で
も
、
と
言
う
こ
と
、
過
去

現
在
未
来
、
い
つ
で
も
、
成
道
す
と
い
う
こ
と
は
過
不
足
な
く
現
じ
て
い
る
こ
と

だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

お
互
い
さ
ま
、
そ
う
ゆ
う
生
命
を
授
か

っ
て
、
こ
う
ゆ
う
顔
で
生
き
て
い
る
の

だ
が
、
注
文
品
し
た
顔
で
は
な
い
。
注
文
し
た
顔
で
な
い
な
ら
ゴ
テ
ゴ
テ
い
う
訳

に
は
い
か
ん
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
過
不
足
な
し
、
と
。　

　
　
ｔ
ｉ
ふ
い　
う
そ

ご
承
知
の
よ
う
に

「
戒
法
」
の
十
重
禁
戒
の
中
に
第
四
不
妄
語
戒
、
嘘
を
言
う

な
プ
綻
訪
絡
Ｆ
に

，
致
継
わ
髄
元
群
師
の
ご
説
明
は
、
『教
援
戒
文
』
に
、

法
輪
本
転
、
　

無
レ余
無
レ欠

と
書
い
て
あ
る
。
嘘
を
言
う
な
と
言
う
こ
と
の
説
明
で
す
よ
。
こ
れ
は
。
嘘
を

言
う
な
と
い
う
こ
と
は
子
供
の
時
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
ゝ
に
こ
う
、
わ
ざ
わ

ざ
書
く
の
は
書
く
謂
れ
が
あ
る
。
法
輪
本
よ
り
転
ず
と
い
う
の
は
、
天
地
根
元
の

法
が
、
ず
う
―
と
行
き
わ
た

っ
て
お

っ
て
、
過
不
足
な
く
こ
ゝ
に
現
じ
て
い
る
訳

だ
。
こ
れ
を
過
不
足
に
思
う
の
は
、
人
間
の
計
ら
い
心
だ
。
人
間
の
勝
手
な
計
ら

い
心
だ
。

宗
教
の
風
光
と
い
う
の
は
ね
、
こ
の
人
間
の

一‐計
ら
い
心
」
を
捨
て
る
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
、
こ
れ
を
花
と
し
て
活
け
て
あ
る
ｃ
花
と
雑
草
と
に
分
け
る
の
が
人
間

の
計
ら
い
心
だ
。
向
う
側
で
見
る
と
只
だ
生
え
て
い
る
だ
け
で
す
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
雑
草
は
雑
草
と
し
て
只
だ
生
え
て
い
る
だ
け

だ
。
お
れ
は
雑
草
だ
と
し
て
生
え
て
い
る
。
人
間
が
区
別
し
て
見
る
だ
け
。
こ
れ

を

「
計
ら
い
心
」
と
い
う
好
き
嫌
い
が
出
て
く
る
。

『信
心
銘
』
と
言
う
書
物
を
、
お
聞
き
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
と
思
う
が
、

一
撰
り
こ
の
み
す
る
な

一
と
書
い
て
あ
る
。

『
信
心
銘
』
と
言
う
の
は
達
磨
さ
ん

か
ら
三
代
目
に
あ
た
る
方
が
書
い
た
禅
門
の
書
物
だ
が
、

「
本
当
の
道
理
は
少
し
絡
難
し
い
こ
と
は
無
い
ん
だ
が
、
た
ゞ
撰
り
こ
の
み
す

る
な

一
と
書
い
て
あ
る
。
競
べ
合
う
な
と
い
う
こ
と
だ
。
撰
り
こ
の
み
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
み
な

一
諸
と
い
う
こ
と
、
等
価
値
だ
。
人
間
の
評
価
を
越
え
て
い

る
存
在
の
世
界
だ
か
ら
で
す
。
人
間
の
好
き
嫌
い
、
あ
れ
が
好
き
、
こ
れ
が
好
き
、

赤
い
花
、
白
い
花
、
そ
の
中
で
黄
い
花
が
好
き
、
と
言
う
の
が
好
き
嫌
い
。
天
地

の
春
の
顔
が
こ
う
な

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
ど
れ
も
こ
れ
も
同
じ
こ
と
だ
。
皆
さ
ん

の
顔
で
も
ど
れ
お
こ
れ
も
同
じ
こ
と
。
そ
れ
で
も
器
量
が
良
い
の
が
い
い
、
と
鱈

う
訳
だ
。

「‐別
墳
さ
ん
」
と
い
う
の
は

「
別
墳
さ
ん

一
で
な
い
方
か
ら
す
る
と
判

る
訳
だ
。
こ
の
ご
ろ
は
コ
ピ
ー
が
盛
ん
で
、
何
ん
で
も

コ
ピ
ー
が
出
来
る
。
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ゃ
ら
で
、
同
じ
牛
や
魚
の
コ
ピ
ー
が
出
来
る
。

「別
墳
さ
ん

一

の
コ
ピ
ー
を
作

っ
て
、
世
界
中
そ
の
コ
ピ
ー
で
埋
め
た
ら

一
別
墳
さ
ん
」
は
居
な

い
こ
と
に
な
る
。
わ
か
ら
ん
か
な
、
そ
う
い
う
状
況
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。

ど
れ
も
こ
れ
も
本
当
だ
。
撰
り
こ
の
み
す
る
か
ら
人
間
は
余
計
な
苦
労
を
せ
ん

な
ら
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
ね
、
ど
の
よ
う
な
姿
に
な

っ
て
い
て
も
そ
れ
で

過
不
足
は
な
い
。
過
不
足
が
な
い
と
い
う
法
式
が
出
来
た
ら
、
ゴ
テ
ゴ
テ
す
る
こ

と
は
い
ら
ん
で
し
ょ
う
。
不
足
が
あ
る
か
ら
、　
一‐あ
れ
も
欲
し
い
こ
れ
も
欲
し
い
」

盗
ん
で
み
よ
う
と
な
る
。
佛
様
に
な
ろ
う
と
い
う
の
も
泥
棒
根
性
。
む
ず
か
し
い

こ
と
を
言

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
で
は
な
い
。
そ
う
思
わ
ん
か

な
、
現
に
こ
ゝ
に
現
じ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
建
前
で
す
よ
、
こ
れ
が
嘘

③



を

つ
く
な
と
言
う
こ
と
だ
。

不
妄
語
戒
、
と
言
う
こ
と
は
嘘
を

つ
け
ん
よ
う
に
出
来
て
い
る
こ
と
。
男
は
男
、

女
は
女
と
、
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
る
。
こ
の
根
元
の
生
命
を
わ
か
っ
た
時
が
不
妄

語
戒
が
ち
ゃ
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
と
き
だ
。

嘘
を

つ
く
な
と
言

っ
た
っ
て
、
守
ら
れ
ん
で
し
ょ
う
。
人
間
、
嘘
の
つ
き
通
し

で
す
よ
。
真
面
目
に
嘘
を
い
わ
な
ん
で
、
真
と
も
に
も
の
言
っ
た
ら
み
な
腹
を
立

て
る
だ
ろ
う
。
自
分
の
身
の
廻
り
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
早
く
帰
れ
と
言
い
た

い
が
、
そ
う
言
う
と
ま
ず
い
か
ら
早
く
帰

っ
て
ほ
し
い
ん
だ
け
れ
ど
、

「
も
う

一

杯
お
茶
を
ど
う
ぞ
」
と
や
る
。

自
分
に
は
嘘
は
つ
け
ん
の
で
す
。
そ
う
い
う
存
在
だ
と
気
付
く
と
こ
と
が
不
妄

語
戒
と
い
う
こ
と
の
性
質
で
す
。　
　
　
　
　

と

不
殺
生
戒
と
い
う
の
は
、
も
の
の
生
命
を
殺
る
な
な
ん
て
言

っ
て
澄
ま
し
こ
ん

で
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
言

っ
て
ら
れ
ん
と
き
が
あ
る
。
法
事
の
お
膳
で
、
大
根

や
人
参
を
死
ん
で
る
精
進
物
だ
と
い
っ
て
、
平
気
で
食
べ
る
が
、
あ
れ
は
生
き
て

る
で
ん
す
よ
。
ま
あ
、だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
り
ま
す
が
、と
に
か
く
嘘
を
つ
け
ん
よ

う
に
出
来
て
い
る
。
そ
れ
は
要
す
る
に
天
地
法
界
の
生
命
を
現
じ
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
う
言
う
過
不
足
な
く
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
成
道
す
と
言
う
こ
と
だ
。

い
つ
で
も
具
な
わ
っ
て
い
る
、
ゴ
テ
ゴ
テ
言
う
こ
と
は
い
ら
ん
。
現
成
公
案
と
い

う
こ
と
は
ね
。
現
に
そ
こ
に
出
来
上

っ
て
い
る
、
大
地
有
情
と
言
う
こ
と
だ
、
い
ゝ

ね
。
大
地
有
情
と
言
う
こ
と
が
こ
れ
現
成
誨
材
。
公
案
と
い
う
の
は
、
我
と
法
界

の
牲
玲
格
信
う
。
天
地
法
界
無
量
寿
佛
の

一
分
を
受
け
て
お
る
。

没
商

量

、
商
量
と
い
う
の
は
、
間
答
を
聞
い
た
り
、
議
論
し
た
り
す
る
こ
と

を
い
う
の
で
、
ゴ
テ
ゴ
テ
言
う
な
と
言
う
こ
と
、
そ
う
な

っ
て
お
る
人
だ
か
ら
。

こ
れ
で
全
部
済
ん
だ
よ
う
な
も
の
だ
が
。

「‐即
心
即
佛
」
と
言
う
大
智
さ
ん
の
個

頌
り

く第
卜
絢
節
絆
扶
林
今
の
よ
う
な
意
味
合
で
す
な
。

業
苦

氷

寒
不
覆
蔵
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採

第
二
句
、

議
讐
と
い
ぅ
の
は

「
き
は
だ
」
と
い
う
染
料
で
、
大
変

「
苦
い
」
の

だ
そ
う
だ
。

業

は
苦
い
、
氷
は
冷
め
た
い
と
い
う
。
禅
宗

の
通
常

の
言
葉
で
言

い
い
ま
す
と
、

「‐柳
は
緑
、
花
は
紅
」
と
言
う
こ
で
す
。
そ
う
風
に
な
っ
て
い
る
。

道
理
と
し
て
、
現
に
そ
う
な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゝ

業
苦
、
氷
寒
、
そ
の
通
り
の
姿
で
出
来
て
お
る
。
覆
蔵
せ
ず
、
蔵
し
て
あ
る
も

の
は

一
つ
も
な
い
。
現
に
そ
こ
に
あ
る
通
り
だ
。
年
を
取

っ
て
く
る
と
、
頭
は
禿

げ
て
く
る
し
、
身
体
も
弱

っ
て
く
る
。
化
粧
す
る
の
も
よ
い
が
ご
ま
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
姿
は
そ
の
通
り
の
も
の
で
す
。
そ
の
現
成
公
案
の
姿
を
こ
の
句
で
表
わ
し
た

訳
だ
。

糧
洵
相
触
ね
が
３
与

保
護
即
心
心

即
佛
　
　
　
ば
そ
ぢ
ぢ

そ沐
ｍ
謎
電
の
孫
弟
子
に
当
る
馬
祖
道

一
と
い
う
ひ
と
が
お
ら
れ
る
。
馬
大
師
が

「
即
心
是
佛
」
と
言
う
こ
と
を
言
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
ゆ
う
こ
と
か
と
言
う
と
、

普
通
に
読
勝
ギ
さ
れ
る
と
き
は
、
心
が
そ
の
糠
私
靭
笙
２
ぃ
ぅ
。

だ
が

一
如
是
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

『宝

鏡

三
味
』
と
い
う
お
経
が
あ
る

が

「
如
是
の
法
」
と

一
番
先
に
書
い
て
あ
る
。
文
章
の
約
束
事
で
は
、
ず
う
―
と

説
明
し
て
き
て
、
か
く
の
如
し
云
々
、
と
い
う
風
に
な

っ
て
い
る
が

『宝
鏡
三
味
』

で
は

一
如
是
」
を
卜
番
先
に
来
て
い
る
ｃ

一
如
」
と
は

一
如
と
か
員
如
と
か
と
言

ゝ
ま
す
。　
一
つ
ご
と
し
、
員
の
ご
と
し

と
読
む
。
員
と
言
え
ば
良
い
の
に
員
の
如
し
、
と
言
う
。
よ
う
な
も
ん
だ
と
、
言

う
こ
と
で
す
。
何
ん
と
も
解
ら
ん
こ
と
を
言
う
も
の
だ
。
こ
う
ゆ
う
こ
と
が
沢
山

出
て
Ｘ
％
睦
思
い
ま
せ
ん
か
。

『参
同
契
』
と
い
う
お
経
が
あ
る
。
契
と
い
う
字
は
ね
、
文
書
な
ど
で
正
本
と

副
本
が
あ

っ
て
、
合
わ
せ
目
に
印
を
押
し
ま
す
ね
ｃ
合
わ
せ
て

一
つ
に
な

っ
た
こ

と
を
言
う
。
ぴ
し
ゃ
っ
と

一
つ
に
な

っ
た
こ
と
と
を
言
う
（）
現
成
公
案
ｃ
公
案
と

現
成
は

一
つ
だ
と
言
い
ま
し
だ
が
、
こ
う
な

っ
て
い
る
姿
の
中
か
ら
公
案
と
現
成

を
別
々
に
考
え
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
人
間
は
別
け
て
考
え
る
よ
う
に
出
来
て

い
る
訳
だ
。
本
来

一
つ
の
も
の
を
現
成
と
公
案
と
に
別
け
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
ん
よ
う
に
出
来
て
い
る
。
余
計
な
こ
と
を
考
え
た
も
の
だ
、
何
も
考
え
な
い
で

い
ゝ
の
に
、
そ
う
ゆ
う
風
に
人
間
が
出
来
て
い
る
か
ら
仕
方
が
な
い
。
猫
は
ね
、

魚
を
と

っ
て
も
泥
棒
し
た
と
思

っ
て
な
い
よ
。
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
、
ぶ
ん
殴
ら

れ
て
逃
げ
る
だ
け
だ
。
余
計
な
こ
と
を
考
え
る
か
ら
苦
労
せ
ん
な
ら
ん
。
考
え
ん

方
が
幸
福
だ
。
い
わ
ゆ
る

「
豚
的
幸
福
」
。
そ
う
な
っ
て
居
た
い
ん
だ
が
そ
う
な
っ

て
は
お
ら
れ
ん
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
い
ら
ん
こ
と
を
考
え
る
。
こ
う
ゆ
う
存

在
は
ど
う
ゆ
う
訳
だ
。
何
故
人
間
は
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
余
計
な
こ
と

を
考
え
て
苦
労
し
て
い
る
。
死
ぬ
時
が
来
た
ら
死
ね
ば
い
い
ん
だ
。
今
朝
こ
ゝ
で

問
答
の
時
、
若
い
和
尚
が

「人
間
は
何
故
死
ぬ
ん
で
し
ょ
う
か
と
」
問
う
て
き
た
。

「
わ
し
に
も
解
ら
ん
、
解
ら
ん
け
れ
ど
ず

っ
と
生
き
て
て
は
困
る
だ
ろ
う
」
と
答

⑨



え
た
よ
。
と
に
か
く
考
え
る
よ
う
に
人
間
は
出
来
て
い
る
。

参
同
契
の
参
は
現
成
、
同
と
言
う
の
は
公
案
で
す
よ
。
二
つ
に
別
け
ん
で
も
良

さ
そ
う
だ
が
、
そ
う
な

っ
て
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
こ
う
見
る
と

一
つ
で
は
な

い
の
で
、　
一
つ
の
如
し
だ
。
員
の
如
し
だ
。
そ
う
ゆ
う
こ
と
な
の
で
す
。

如
と
い
う
字
は
天
地
法
界
の
生
命
と
言
う
こ
と
で
す
。
公
案
の
こ
と
を
如
と
い

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
零
ぞ

是
と
い
う
の
は
ね
、
こ
の
白
墨
と
か
、
こ
の
畳
と
か
、
指
し
示
す
と
き
に
使
う

言
葉
で
す
。
現
に
現
わ
れ
て
い
る
姿
が
是
で
す
。
で
す
か
ら
如
是
と
い
う
と
自
体

が
現
成
公
案
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
互
の
顔
は

「‐如
の
是
な
り
」
で
す
。
天
地
法
界
の
佛
様
の
顔
な
の
だ
ｃ

こ
れ
は
馬
祖
道

一
が
言

っ
た

「
即
心
是
佛
」
、
心
も
是
も
佛
も

一
如

一
の
こ
と

で
、
即
は

「
是

」
で
す
。
そ
う
ゆ
う
関
係
の
こ
と
を
言

っ
た
の
で
す
。
即
心
即
佛

と
い
う
の
は
そ
う
ゆ
う
関
係
を
重
ね
て
言

っ
た
訳
で
す
。

天
地
法
界
の
中
の
生
命
を
授

っ
て
生
き
て
い
る
。
八
十
ま
で
生
き
て
も
三
歳
で

死
ん
で
も
同
じ
こ
と
だ
。
八
十
ま
で
生
き
れ
ば
立
派
な
葬
式
も
し
て
も
ら
え
る
、

弔
詞
も
読
ん
で
も
ら
え
る
け
れ
ど
、
三
歳
な
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
も
ら
え

な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
同
じ
価
値
の
あ
る
生
命
で
あ
る
。
天
地
法
界
の
中
で
は

ね
。
人
間
の
算
盤
で
は
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
が
ｃ

八
十
ま
で
生
き
て
も
二

つ
で
死
ん
で
も
同
じ
だ
と
解

っ
た
ら
そ
れ
は
実
に
素
晴

し
い
人
だ
。
天
地
法
界
の
風
光
は
そ
う
ゆ
う
も
の
で
す
ｃ
二
つ
の
無
量
寿
佛
の
生

命
、
八
十
の
無
量
寿
佛
の
生
命
、
人
間
の
算
盤
で
勘
定
し
て
た
ん
で
は
解
ら
ん
。

天
地
法
界
の
顔
を
し
て
、
生
き
て
い
る
こ
の
私
の
年
は
、
そ
ん
な
こ
と
み
な
お

ま
か
せ
だ
。
ま
か
せ
て
お
け
ば
そ
れ
で
良
い
ん
だ
。
あ
る
お
婆
さ
ん
が
ね
、
あ
ん

た
幾

つ
だ
と
聞
く
と
阿
弥
陀
さ
ん
と
同
じ
年
だ
と
言
う
。
阿
弥
陀
さ
ん
は
幾

つ
だ

と
い
う
と
私
と
同
じ
年
だ
と
言
う
。
そ
う
ゆ
う
も
ん
じ
ゃ
、
阿
弥
陀
佛
が
二

つ
に

生
き
て
い
る
ん
だ
、
俺
が
生
き
て
い
る
た
臆
違
う
ん
だ
よ
、
み
ん
な
。

こ
れ
が
宗
教
の
風
光
で
す
。
本
当
の
安
心
の
姿
で
す
。
ど

っ
ち
に
転
ん
で
も
同

じ
こ
と
だ
。
そ
う
ゆ
う
の
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省

だ

即
心
心
即
佛
で
す
。
佛
教
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
こ
の
互
い
の
五
尺
の
身
体
が

あ

っ
て
、
と
い
う
よ
う
な
の
と
は
違
う
の
で
す
よ
。
佛
教
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ

て
、
何
ん
て
の
は
、
何
に
も
な
ら
ん
よ
。
キ
リ
ス
ト
教
が
あ

っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
が

あ

っ
て
お
互
い
に
俺
の
所
が
本
物
だ
と
暗
暉

し
て
い
る
。
困
る
な
。
俺
の
所
が
本

当
だ
と
思

っ
て
い
る
か
ら
そ
う
な
る
。

か
行
「
帥
”

つ 道
剛
鮭

‐こ 考
」
“
期
競
嫌
鷹
卜
麟
約
翻
「
財
帥

‐こ 筒
践
″
」
阪
湖
“
裁
Ｗ

斜
め
に
切
る
と
楕
円
形
が
で
き
る
。
元
は

一
本
の
筒
な
の
だ
。
文
化
の
違
い
に
は
レ

て
、
文
化
の
風
土
性
の
違
い
よ

っ
て
受
け
取
り
方
が
違
う
程
度
の
こ
と
で
、
根
元

の
も
の
が
解
れ
ば
法
界
は

一
つ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
決

っ
て
く
る
。

俺
の
と
こ
ろ
は
四
角
だ
、
俺
の
と
こ
ろ
は
円
だ
と
い
う
だ
け
た
。
困

っ
た
こ
と

だ
。
イ
ン
ド
で
も
ヒ
ン
ド
ウ
と
イ
ス
ラ
ム
が
喧
嘩
し
て
お
あ
ｒ
民
族
が
み
な
亡
ぼ

さ
れ
る
、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
宗
教
な
ん
か
無
い
方
が
余
程
幸
福
だ
。

即
心
心
即
佛
と
い
う
の
は
、
大
宇
宙
の
大
生
命
の
中
の

一
分
を
こ
の
形
に
と
り

入
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
だ
ｃ
そ
う
ゆ
う
感
じ
が
で
き
た
ら
安
心
な
も
の
で
し
ょ
、

宗
教
的
安
心
と
は
努
力
が
足
る
と
か
足
ら
ん
と
言
う
こ
と
ゝ
違
う
ｃ

撮
緩
紛
詢
難
昴
Ｆ
つ

眉
間

日
夜
放
竜
光
　
　
　

ま
き
げ
　

　

　

　

び‥

ち

お
釈
迦
さ
ま
の
眉
間
に
白
い
巻
毛
が
あ

っ
て
、
自

宅

と
い
う
。
白

い
毛
で
す

ね
、
自
宅
光
と
い
う
、
佛
様
の
眉
間
に
つ
い
て
ま
す
ね
。
そ
の
眉
間
か
ら
書
夜
を

分
か
た
ず
一彙
光
を
放

っ
て
い
る
と
言
う
の
だ
３
ど
う
ゆ
う
こ
と
か
と
言
う
と
、

こ
の
こ
と
な
の
で
す
よ
、
お
互
い
が
こ
の
顔
で
も
っ
て
い
天
地
の
生
命
を
生
き

て
い
る
、
と
言
う
安
心
が
で
き
た
時
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
行
て
い
る
こ
と
が
、
そ

の
ま
ゝ
佛
の
行
に
な
る
ｃ

こ
ゝ

（大
雄
山
）
は
、
修
行
道
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
若
い
修
行
僧
が
来
て
お

り
ま
す
が
、
僧
堂
で
食
事
を
す
る
と
き
は

一
時
間
ぐ
ら
い
か
ゝ
り
ま
す
Ｇ
朝
の
食

事
は
お
粥
で
、
お
か
ず
は
梅
干
と
漬
物
程
度
で
す
か
ら
十
分
か
十
五
分
で
充
分
食

べ
ら
れ
ま
す
が
四
、
五
十
分
か
け
て
食
べ
ま
す
。
坊
さ
ん
の
食
事
は
や
や
こ
し
い

こ
と
を
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
来
わ
精
神
は
、

「
食
べ
て
い
る
こ
と
が
自
分

の
生
命

一
な
の
で
す
Ｇ
食
べ
る
こ
と
の
中
身
の
こ
と
を
い
わ
な
い
ｃ
食

べ
る
こ
と

を
手
段
と
し
な
い
。
そ
う
い
う
行
き
方
の
根
本
法
則
が
あ
る
（）
早
く
食
べ
て
し
ま

お
う
と
言
う
こ
と
を
考
え
な
い
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
とき
″）を

ね
、
掃
除
も
そ
の
通
り
、
人
に
会

っ
て
喋
る
と
き
も
そ
の
通
り
、

一
時

一
時
が
、

全
部
自
分
の
生
命
だ
か
ら
で
す
ｃ
そ
れ
を
手
段
に
す
る
の
で
は
な
い
。
ご
飯
を
食

べ
る
、

二聡
事
を
す
る
と
ゆ
う
こ
と
が
生
命
を
養
う
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
、

食
事
の
行
は
、
う
る
さ
く
て
仕
方
が
な
い
。

⑩



生
き
て
い
る
姿
だ
、
撰
り
ご
の
み
し
な
い
。
こ
れ
が
大
事
で
、
こ
れ
が
大
事
で

な
い
、
と
ゆ
う
こ
と
を
考
え
な
い
。
全
部
自
分
の
生
命
の
歩
み
と
し
て
、
早
く
済

ま
そ
う
な
ど
と
考
え
な
い
。　
一
般
に
は
食
う
に
困
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
．
た
し

か
に
食
物
は
大
事
だ
か
ら
ね
。

こ
の
ご
ろ
、　
一
般
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
な
ん
て
言
い
ま
す
け
ど
、
瞬
時
、
瞬

時
が
、
ゆ
と
り
が
あ
る
と
い
う
の
は
そ
う
ゆ
う
こ
と
で
す
。
撰
び
と
り
を
し
な
い

と
ゆ
う
こ
と
で
す
（ｔ′

人
間
は
死
ぬ
こ
と
が
い
や
で
、
生
き
る
こ
と
が
大
事
だ
と
言
う
が
、
そ
れ
に
は

違
い
な
い
が
、
全
部
が
そ
れ
、
天
地
の
姿
だ
。
そ
れ
が
解
ら
ん
と
、
い
か
に
も
生

命
が
大
事
で
す
が
、
死
ぬ
こ
と
も
大
事
で
す
よ
。

れ
犠
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ど
う
ゆ
う
死
に
方
を
せ
ん
な
ら
ん
、
な
ん
て
い
う
の

は
煩
悩
の
の
最
た
る
も
の
だ
。
ど
ん
な
死
に
方
を
し
た

っ
て
構
わ
な
い
で
し
ょ
。

み
ん
な
。
と
思
う
け
ど
ね
。

禅
師
さ
ま
だ

っ
て
大
喝

一
声
し
て
死
な
ん
な
ら
ん
こ
と
は
な
い
ｃ

先
日
あ
る
会
の
講
演
を
頼
ま
れ
て
行
く
と
会
場
に
ね
、
前
の
講
演
の
要
旨
を
ブ

リ
ン
ト
し
て
置
い
て
あ
る
。
読
む
と
、　
一
修
行
す
る
と
立
派
に
死
ね
る

一
と
書
い

て
あ
る
ｃ
そ
れ
見
て
そ
ん
な
こ
と
あ
ら
せ
ん
と
言
い
ま
し
た
よ
（）
そ
れ
は
妄
想
で

す
．
天
地
の
姿
だ
か
ら
ね
、
任
か
せ
て
お
け
ば
そ
れ
で
い
ゝ
の
で
す
Э
こ
う
せ
ん

な
ら
ん
、
と
言

っ
て
努
力
す
る
こ
と

ゝ
違
う
で
し
ょ
う
、
人
間
の
死
に
方
ま
で
指

図
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
立
派
だ
と
か
、
立
派
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
体
、

計
ら
い
だ
。

修
行
し
た
ら
、
痛
い
と
き
痛
く
な
く
な
る
な
ん
て
こ
と
は
な
い
の
で
す
、
痛
い

と
き
は
や

っ
ぱ
り
痛
い
。
痛
く
な
い
よ
う
に
死
な
ん
な
ら
ん
な
ん
て
出
来
ま
せ
ん

よ
。
痛
い
時
は
痛
い
、
結
構
な
こ
と
だ
。
無
理
に
芝
居
を
し
な
く
て
も
よ
い
ｃ
楽

に
生
き
な
さ
れ
よ
。
そ
う
ゆ
う
ふ
う
に
平
ら
か
な
気
持
に
な
る
為
に
も
、
や

っ
ぱ

り
修
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
こ
と
も
あ
り
ま
す
な
。

平
ら
か
に
生
き
る
、
そ
う
ゆ
う
も
ん
だ
。
そ
う
ゆ
う
安
心
が
、
天
地
法
界
の
生

命
の

一
部
分
だ
と
い
う
自
覚
が
あ

っ
て
始
め
て
出
来
る
。

ヽ
み
ん
な
顔
が
違
う
よ
う
に
、
違

っ
た
ま

ゝ
で
員
実
だ
。
こ
の
五
尺
の
身
体
、
果

敢
な
い
生
命
の
ま

ゝ
に
、
そ
れ
が
永
遠
だ
。
ほ
か
に
あ
る
訳
で
は
な
い
。
む
ず
か

し
く
い
う
と
、

「
缶
小限
の
も
の
は
有
限
の
も
の
ゝ
上
に
だ
け
出
て
く
る
場
所
が
あ

る
」
と
、
言
う
こ
と
だ
ｃ
無
限
と
か
有
限
と
か
が
、
相
対
の
観
念
。
き
れ
い
、
き

た
な
い
も
同
じ
に
２
ｃ
達
磨
さ
ん
が
ね
、
廓
然
無
聖
、
と
い
っ
た
。

廓
然
と
し
て
聖

な
し
、
聖
が
無
い
な
い
な
ら
凡
も
な
し
だ
。
凡
と
聖
と
は
相

い
対
し
た
も
の
だ
、　
一
方
が
な
け
れ
ば
片
方
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
相
い
対
し
た

観
念
に
引

っ
ぱ
り
廻
わ
さ
ん
よ
う
に
。
全
部
、
ど
の
よ
う
な
面
を
と

っ
て
も
天
地

法
界
ｂ
性
命
効

‐す姿
だ
Ｆ

つ
ど

一
生
死
は
佛
家
の
調

度
な
力
＃
デ

‐‐
ぎ

こ
れ
は

一」）正
法
眼
蔵
」
、　
戸
何
佛
威
儀

」
の
巻
に
出
て
い
る
。

生
死
、
生
き
死
と
言
う
こ
と
で
す
よ
ね
、
人
間
の
全
部
の
姿
、
衆
生
の

一
切
の

生
滅
の
姿
の
全
部
を
、　
一‐生
死

一
と
言
う
言
葉
で
押
え
て
い
る
ｃ
そ
の
こ
と
が
、

佛
家
の
調
度
品
だ
と
言
う
し　
一
佛
の
家
の
調
度
品
に
な
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
。
お

互
い
に
生
涯
、
悩
み
が
な
く
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
が

一
生
涯
の
厳
で
す
よ
。

天
地
の
厳
と
し
て
存
在
す
る
。
何
ん
て
言
う
か
な
、
そ
う
ゆ
う
姿
つ
は

ゝ
で
ね
、

佛
家
の
調
度
品
（し
ぶ
つ
ぶ
つ
い
っ
て
い
る
こ
と
も
天
地
法
界
の
荘

厳
だ
。
天
地

法
界
の
厳
と
し
て
安
心
し
て
生
き
て
行
け
る
。

悩
み
は

一
生
涯
無
く
な
り
ま
せ
ん
ぞ
ｃ
ち
ゃ
ん
と
死
ぬ
ま
で
あ
る
。
た
ゞ
そ
の

扱
い
方
だ
。
お
互
い
様
の
姿
が
、
天
地
の
厳
で
、
こ
う
生
き
て
い
る
ｃ
良
い
悪
い

の
判
断
と
は
別
の
こ
と
じ
ゃ
。　
一
生
、
こ
の
人
間
の
生
涯
を
意
義
が
あ
る
と
か
、

意
義
が
な
い
と
か
、
と
別
け
て
考
え
る
人
も
あ
る
ｃ　
一
俺
の
人
生
は
意
義
が
あ

っ

た
の
か
、
な
か

っ
た
の
か

」
ｃ
そ
ん
な
こ
と
誰
が
決
め
る
ん
で
の
す
か
ｃ

「
わ
し

の
人
生
は
意
義
が
あ

っ
た
の
か
、
無
か

っ
た
の
か
」
ど
う
や

っ
て
決
め
る
か
て
。

一
寸
法
」
が
無
け
れ
ば
な
ら
ん
で
し
ょ
う
の　
一
寸
法
」
が
。

「
一
生

つ
ま
ら
ん
こ

と
を
し
た

一
、
と
い
う
人
も
い
る
。
ど
こ
の
寸
法
で
計
り
ま
し
た
か
、
考
え
て
見

て
下
さ
い
。

「
こ
れ
か
ら
は
意
義
の
あ
る
人
生
を
送
る

一
、
と
い
う
人
も
い
る
ｃ
い
ま
ゝ
で

の
人
生
は
無
意
義
だ

っ
た
ん
で
す
か
ｃ
そ
う
ゆ
う
勝
手
な
寸
法
を
こ
し
ら
え
て
勝

手
に
生
き
て
い
る
か
ら
、
人
間
は
馬
鹿
な
も
の
だ
。
自
分
で
勝
手
に
そ
う
決
め
て

い
る
。
そ
う
ゆ
う

「人
間
の
寸
法

一
を
み
な
こ
し
ら
え
ん
こ
と
だ
。
人
間
の
寸
法

を
立
て
る
こ
と
を

一
見
」
と
い
う
。
見
込
を
た
て
る
、
こ
れ
は
煩
悩
の
最
た
る
も

の
だ
。
人
間
の
寸
法
で
な
く
、
佛
様
の
寸
法
で
生
き
て
行
く
し
か
な
い
訳
だ
。
佛

様
の
寸
法
と
は
天
地
法
界
の
姿
だ
。
人
間
の
計
ら
い
の
世
界
と
は
違
う
の
だ
、
み

な
花
と
雑
草
さ
に
分
け
る
計
ら
い
心
で
振
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
け
れ
ど
。

こ
の
広
い
世
界
を
知

っ
て
ほ
し
い
で
す
な
。
　

で
は
こ
の
辺
で
。
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1

龍

泉

院

参

禅

会

簡

介

日
　
時
　
毎
月
第
四
日
曜
午
前
九
時
よ
り

（初
参
加
の
方
は

八
時
半
ま
で
に
来
山
の
こ
と
）

坐
　
禅
　
止
　
静
　
鐘
　
一曇
戸
　
　
坐
禅

経
　
″何
　
鐘
　
一
〓
戸
　
　
経
行

放
　
禅
　
鐘

　

一
声
　
　
放
禅

講
　
義
　
木
版
三
通
　
開
経
偶
を
唱
え
て

『
正
法
眼
蔵
』
の

提
唱
を
聞
く

講
師
　
龍
泉
院
住
職
椎
名
宏
雄
老
師

昭
和
六
三
年
八
月
よ
り

「
発
菩
提
心
」
の
巻
を
提

唱
中

座
　
談
　
自
己
紹
介
の
後
、
茶
を
喫
し
座
談

正
午
解
散

参
加
資
格
　
　
年
令
、
性
別
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

〈
ム
　
費

　

一
切
無
料

成
道
会
坐
禅月

例
参
禅
会
の
他
に
毎
年

一
二
月
の
第

一
あ
る
い

は
第
二
日
曜
。

（本
年
は

一
二
月
四
日
）

釈
尊
成
道
を
讃
え
坐
禅
、
成
道
会
法
要
の
後
、
法

話
を
聴
間
、
点
心

（昼
食
）

を
共
に
す
る
。
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沼

南

雑

記

〔参
禅
会
記
録
〕

（
　
）
内
は
座
談

の
司
会
者

工曾

一年

四
月
二
四
日
　
一
一九
名

（
八
木
下
真
司
）

一異
山
に
て

〃荀
〃
掘
り
を
行
う
。

五
月
二
二
日
　
一二
〇
名

（高
間
利
介
）

六
月
四

・
五
日
　

一
泊
参
禅

於
大
雄
山
最
乗
寺
　
一
一九
名

幹
事
　
小
畑
節
朗

加
藤
健
之

写
真
　
徳
山
　
浩

六
月
二
六
日
　
一
一八
名

（
三
町
　
動
じ

七
月
二

一
日
　
一
一八
名

（添
田
昌
弘
）

八
月
二
八
日
　
一二
〇
名

（宮
田
哲
男
）

九
月
二
五
日
　
一
一八
名

（清
水
利

一
）

▼
昭
和
六
〇
年
四
月
、
永
平
七
六
世

秦
慧
玉
禅
師
の
本
葬
の
折
、
そ
の
大
夜
、

対
真
小
参
の
導
師
は
余
語
翠
厳
老
師
で

あ

っ
た
と
い
う
。

そ
の
問
答

の
後

で
、
提
綱
と
し
て
、

次
の
偶
を
示
さ
れ
て
い
％
。

生
死
去
来
は
佛
家
を
厳

みる

佛
家
の
調
度
、
水
花
を
看
る

● ●
印 発

刷 行
//
岡 天

‖篤
箕策
社 院

殖
蝶
来
盆
ビ
捲
Л
つ
彩
　
はる

普
化
の
妙

錫
杏
々
と
し
て
週
か
な

り

（原
漢
文
、

『傘
松
』
五
百
号
）

又
、
先
般
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ

一
心
の
時
代
」
で
の
ご
提
唱
で
も
、

老
師
は

「生
死
は
佛
家
の
調
度
な
り

」
を
垂

示
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

何
に
故
に
生
死
は
佛
家
の
調
度
な
の

か
、
調
度
を
入
れ
る
佛
の
家
と
は
、
ど

ん
な
家
か
、
と
青
臭
さ
い
こ
と
を
考
え

て
大
雄
山
に
登

っ
た
。

や
は
り
お
会
い
出
来
て
良
か

っ
た
。

一菱

」
誕

糠

粧

「
暉

醜

⑫

は
老
婆
心
あ
ふ
れ
る
で
垂
示
で
、
積
年

の
疑
問
も
氷
解
し
た
。

道
元
禅
師
は

「
面
授
」
の
重
要
性
を

お
説
き
に
な

っ
て
止
ま
な
い
が
、
お
こ

が
ま
し
い
限
り
で
は
あ
る
が
、
人
が
、

文
章
な
ど
で
は
な
く
、
身
体
全
体
の
表

現
で
法
を
伝
え
て
行
く
力
を
強
く
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

▼

一
天
地
法
界
の
風
光
」
は

一
泊
参
禅

の
折
、
余
語
老
師
の
ご
提
唱
の
テ
ー
プ

を
基
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
文
責
は
す
べ
て
編
集
者
に
あ
り
ま

す
。

（節
光
記
）
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